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復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
委
員
17
人
）
は
12
月

８
日
、
広
田
町
の
旧
広
田
水
産
高

校
と
旧
広
田
中
学
校
な
ど
の
跡
地

に
県
が
整
備
し
て
い
る
県
立
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、
県
教

委
生
涯
学
習
文
化
財
課
の
伊
藤
勝

久
特
命
課
長
ら
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
東
日
本
大
震
災

津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
県
立
高
田
松
原
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
が
持
っ
て
い
た
機
能
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
引
き
続
き
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
東
日
本
大
震
災
津
波
復

興
計
画
実
施
計
画
で
、
代
替
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
、
新
た
に
復
興
教
育
や

防
災
教
育
の
機
能
を
備
え
た
施
設

と
な
り
ま
す
。
開
所
式
や
研
修
団

体
の
受
け
入
れ
は
、
令
和
３
年
７

月
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
、
県
や
他
施
設
と
の
連
携
、
さ

ら
に
は
広
田
湾
漁
協
や
広
田
町
の

地
域
住
民
と
の
連
携
が
必
要
で
あ

り
、
有
効
な
利
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

次
に
、
米
崎
町
の
脇
之
沢
漁
港

海
岸
へ
移
動
し
、
防
潮
堤
の
災

害
復
旧
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
菅
野
泰
浩
市
水
産
課
長
か
ら

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
工
事
進
捗
率
は
計
画

92
・
５
％
、
実
績
98
％
（
令
和
２

年
11
月
末
現
在
）
で
、
残
る
工
程

は
、
勝
木
田
地
区
お
よ
び
脇
の
沢

地
区
の
本
体
抗
・
埋
戻
工
・
仮
設

道
路
撤
去
工
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
命
を
守
る
施
設
で
あ

り
、
一
日
も
早
い
完
成
が
待
た
れ

ま
す
。

復
興
対
策
特
別
委
員
会

復
興
対
策
特
別
委
員
会

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
は
10
月

21
日
、「
今
泉
北
地
区
・
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
事
業
」
と
「
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
残
土
処
分
工

事
」
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
事
業
を

巡
っ
て
は
、
国
内
外
で
外
食
産
業

を
展
開
し
て
い
る
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー

プ
と
本
市
が
令
和
元
年
10
月
24

日
、
有
機
・
循
環
型
社
会
を
目
指

し
た
農
業
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
連
携

し
て
整
備
、
運
営
し
て
い
く
た
め

の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
協
定
内
容
が
一
部

変
更
さ
れ
、
運
営
す
る
事
業
者
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
募
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
担
当
者
か

ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

協
定
内
容
の
主
な
変
更
点
は
、

令
和
２
年
度
の
国
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
が
改
正
さ
れ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ラ
ン
ド
事
業
も
寄
付
の
受
け
付
け

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
複
数
の

民
間
企
業
か
ら
寄
付
の
関
心
が
示

さ
れ
、
事
業
実
施
ス
キ
ー
ム
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
事
業
の
進
捗
状
況
を

注
視
し
、
必
要
に
応
じ
て
調
査
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
残
土
処
分
工
事
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
は
小
友
浦
干
拓
跡
地

内
の
事
業
残
土
を
活
用
し
て
海
側

の
水
没
し
た
市
有
地
内
で
整
地
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
小
友
浦
干
拓

自
然
再
生
整
備
事
業
に
つ
な
げ
よ

う
と
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
漁
業
者
や
住
民
に

説
明
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
水
域
に
生
息
す
る
生

物
な
ど
を
研
究
す
る
専
門
家
ら
で

構
成
す
る
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
か

ら
、
残
土
投
入
の
一
時
停
止
を
求

め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
事
情
を
聞
き
ま
し
た
。

　

同
学
会
に
対
し
、
市
は
水
質
環

境
や
海
の
生
物
環
境
、
海
流
の
影

響
を
研
究
し
て
い
る
有
識
者
ら
の

意
見
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
干
潟

再
生
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
ほ
か
、

環
境
に
配
慮
し
た
工
事
を
進
め
る

こ
と
を
示
し
、
一
定
の
理
解
が
図

ら
れ
た
上
で
工
事
を
再
開
し
た
内

容
の
説
明
が
あ
り
、
本
委
員
会
と

し
て
の
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
事
業
に

つ
い
て
の
不
明
点
や
多
く
の
意
識

共
有
す
べ
き
点
が
明
ら
か
と
な

り
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
は
有

意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

月
か
ら
10
月
ま
で
の
任
意
の
連

続
す
る
３
カ
月
間
の
事
業
収
入

が
、
前
年
の
同
期
間
と
比
べ
て

30
％
以
上
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
者
等
。

11
月
27
日
開
催

〇
令
和
３
年
度
以
降
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　

▼
防
潮
堤
や
道
路
等
の
整
備

が
進
み
、
ま
た
、
復
興
・
創
生

期
間
の
終
了
に
伴
う
国
の
補
助

事
業
の
廃
止
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利

用
者
を
、
学
校
統
合
に
よ
り
遠

距
離
通
学
と
な
っ
た
児
童
生
徒

と
す
る
も
の
。

12
月
10
日
開
催

○
陸
前
高
田
地
域
振
興
株
式
会

社
の
経
営
健
全
化
方
針
の
策
定

に
つ
い
て

〇
陸
前
高
田
市
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

▼
い
か
な
る
大
規
模
自
然
災

害
が
発
生
し
て
も
、
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け

て
計
画
を
策
定
。

〇
陸
前
高
田
市
立
図
書
館
運
営

基
本
方
針
に
つ
い
て

　

▼
図
書
館
の
役
割
や
機
能
を

十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
運
営
方
針
を
定
め
た
も
の
。

・
基
本
理
念

「
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
、
生

涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
学
習
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
郷

土
の
歴
史
を
守
り
・
伝
え
、
東

日
本
大
震
災
の
事
実
と
教
訓
を

全
世
界
へ
発
信
し
、
後
世
へ
伝

承
す
る
図
書
館
」

・
基
本
目
標

　

ア　

利
用
者
の
期
待
に
応
え

　
　

る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実

　
　

施

　

イ　

利
用
者
の
要
望
、
郷
土

　
　

文
化
の
継
承
又
は
震
災
の

　
　

伝
承
に
応
じ
た
図
書
資
料

　
　

の
充
実

　

ウ　

利
用
者
の
関
心
に
応
え

　
　

る
読
書
推
進
活
動
の
実
施

　
　
　
（
担
当
・
佐
々
木
一
義
）

11
月
19
日
開
催

〇
水
道
事
業
と
簡
易
水
道
の
統

合
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

▼
対
象
者
は
、
令
和
２
年
２ 野外活動センターを視察

小友浦地内

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

　

令
和
２
年
11
月
以
降
に
開

催
し
た
全
員
協
議
会
の
市
当

局
案
件
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　インターネットのYouTubeから音声を配信します。
　本市議会のYouTubeは、陸前高田市ホームページ内の市議会のページから開くことができます。

※市議会YouTubeの視聴方法
陸前高田市ホームページ→市議会→陸前高田市議会YouTubeをクリックすると陸前高田市議会の
チャンネルへと移動しますので、視聴したい会議を選んでクリックしてください。

ＹｏｕＴｕｂｅ配信お知らせ QRコード
（音声配信）

第
３
回
臨
時
会

　

令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会
は
、

11
月
６
日
に
行
い
ま
し
た
。
復
興

関
連
工
事
の
変
更
請
負
契
約
締
結

３
件
と
令
和
２
年
度
市
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
計
５
議
案
で
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
市
道
相
川
鳴
石
線

氷
上
橋
歩
道
橋
整
備
工
事
の
変

更
は
、
法
面
工
の
増
な
ど
で
契

約
金
額
を
１
７
２
８
万
円
増
の

２
億
８
６
７
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
泉
北
地
区
埋
設
物
等
撤
去
工

事
の
変
更
は
、
上
水
道
管
撤
去
工

の
減
な
ど
で
契
約
金
額
を
４
５
５

８
万
円
減
の
４
億
１
５
０
３
万
円

に
、
同
地
区
整
備
工
事
の
変
更
は
、

岩
破
砕
工
の
減
な
ど
で
契
約
金
額

を
５
８
０
４
万
円
減
の
５
億
２
０

４
３
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
７
４
７
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
７
２
３
億
４
１
６

６
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
障
が
い
者
就
労
継
続
緊
急
支

援
事
業
費
に
60
万
円
（
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
整
備
補
助
）、
水
産
業
支
援
事

業
費
に
８
０
０
万
円
（
養
殖
共
済

の
補
助
率
拡
充
な
ど
）、
児
童
発

達
支
援
事
業
費
に
38
万
円
（
ふ
れ

あ
い
教
室
の
感
染
症
対
策
物
品
購

入
費
）、
地
域
医
療
推
進
事
業
費

に
８
５
０
万
円
（
市
内
病
院
、
医

科
歯
科
診
療
所
へ
の
感
染
症
対
策

支
援
金
）。

　

こ
の
ほ
か
、
復
興
整
備
事
業
費

と
し
て
、
１
億
４
９
９
９
万
円
を

計
上
。
気
仙
町
土
手
影
低
地
部
の

基
盤
整
備
に
係
る
設
計
業
務
委
託

料
と
造
成
工
事
費
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
担
当
・
伊
勢
純
）

市立図書館


